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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設置したバックライトとを有する液晶表示装置
であって、
　前記バックライトは、導光板と、この導光板の少なくとも１側縁に沿って平行に設置し
た第１の線状光源および第２の線状光源からなる２本の線状光源と、前記２本の線状光源
の前記導光板とは反対側を包囲して該線状光源から出射する光を該導光板方向に反射させ
るランプ反射板とから構成されており、
 前記第１の線状光源および第２の線状光源の各両端には、それぞれ一方の電極と他方の
電極を有し、
 前記導光板に対して前記第２の線状光源とは反対側に位置する第１の線状光源の前記一
方の電極は、隣接する前記第２の線状光源の一方の電極よりも前記他方の電極側に少なく
とも前記第２の線状光源の前記一方の電極に給電ケーブルを通す分だけ後退しており、
　前記第２の線状光源の前記他方の電極には、前記ランプ反射板の前記導光板の主面と平
行な面に沿って引き回されたフラットケーブルが接続され、
　前記第１の線状光源および第２の線状光源の前記一方の電極のそれぞれと前記第１の線
状光源の前記他方の電極には給電ケーブルが接続されていることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２】
　前記第１の線状光源は第１の冷陰極蛍光管、前記第２の線状光源は第２の冷陰極蛍光管
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であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の冷陰極蛍光管と前記第２の冷陰極蛍光管の前記一方の電極は高圧側端子であ
り、前記他方の電極は低圧側端子であることを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置
。
【請求項４】
　前記第１の冷陰極蛍光管と前記第２の冷陰極蛍光管の前記高圧側端子のそれぞれに接続
する高圧側ケーブルと、前記第１の冷陰極蛍光管の前記低圧側端子に接続する低圧側ケー
ブルの殆どは、前記ランプ反射板の前記導光板とは反対側の外側で引き回されていること
を特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設置したバックライトとを有する液晶表示装置
であって、
　前記バックライトは、導光板と、この導光板の少なくとも１側縁に沿って平行に設置し
た第１の線状光源および第２の線状光源からなる２本の線状光源と、前記２本の線状光源
の間に設けられて該２本の線状光源から出射する光を反射する反射面を両面に有する両面
反射板と、前記２本の線状光源の前記導光板とは反対側を包囲して該線状光源から出射す
る光を該導光板方向に反射させるランプ反射板とから構成されており、
 前記第１の線状光源および第２の線状光源の各両端には、それぞれ一方の電極と他方の
電極を有し、
 前記導光板に対して前記第２の線状光源とは反対側に位置する第１の線状光源の前記一
方の電極は、隣接する前記第２の線状光源の一方の電極よりも前記他方の電極側に少なく
とも前記第２の線状光源の前記一方の電極に給電ケーブルを通す分だけ後退しており、
　前記第２の線状光源の前記他方の電極には、前記ランプ反射板の前記導光板の主面と平
行な面に沿って引き回されたフラットケーブルが接続され、
　前記第１の線状光源および第２の線状光源の前記一方の電極のそれぞれと前記第１の線
状光源の前記他方の電極には給電ケーブルが接続されていることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項６】
　前記第１の線状光源は第１の冷陰極蛍光管、前記第２の線状光源は第２の冷陰極蛍光管
であることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１の冷陰極蛍光管と前記第２の冷陰極蛍光管の前記一方の電極は高圧側端子であ
り、前記他方の電極は低圧側端子であることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
　前記第１の冷陰極蛍光管と前記第２の冷陰極蛍光管の前記高圧側端子のそれぞれに接続
する高圧側ケーブルと、前記第１の冷陰極蛍光管の前記低圧側端子に接続する低圧側ケー
ブルの殆どは、前記ランプ反射板の前記導光板とは反対側の外側で引き回されていること
を特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記両面反射板は、前記第１の冷陰極蛍光管と前記第２の冷陰極蛍光管の長手方向の全
域にわたって設置されていることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
前記両面反射板は、前記第１の冷陰極蛍光管と前記第２の冷陰極蛍光管の長手方向の全域
にわたって設置されており、かつ前記第２の冷陰極蛍光管側に該第２の冷陰極蛍光管の長
手方向に沿って、断面が凹状となっていることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装
置。

【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に線状光源を２数本設置して高輝度化を図ったサイ
ドエッジ型バックライトを備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、画素選択回路と複数色のカラーフィルタを何れかに形成した二枚の基
板の間に液晶層を挟持した液晶パネルで構成される。液晶表示装置を構成する液晶パネル
には種々の形式が実用化されているが、画素選択用の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を形成
した一方の基板（以下、ＴＦＴ基板とも称する）とカラーフィルタを形成した他方の基板
（以下、ＣＦ基板とも称する）を貼り合せたアクティブ・マトリクス型の液晶パネルが主
流となっている。ＴＦＴ基板は、その大部分の面積を占める画素領域（表示領域）と、こ
の画素領域の外側に配置される駆動回路領域およびその他の回路領域を有する。なお、Ｔ
ＦＴ基板側にカラーフィルタを形成したものも知られているが、ここでは、上記のＣＦ基
板を用いたものを例として説明する。
【０００３】
　ＴＦＴ基板の画素領域には、通常は３色（赤：Ｒ、緑：Ｇ、青：Ｂ）の副画素（サブピ
クセル）で構成される１カラー画素（ピクセル）がマトリクス状に配置されている。各副
画素は薄膜トランジスタ回路（画素回路）で構成される。一方、ＣＦ基板には、ＴＦＴ基
板に有する画素領域を構成する通常は３色の各副画素に対向して配置された赤：Ｒ、緑：
Ｇ、青：Ｂのカラーフィルタが形成されている。
【０００４】
　ＣＦ基板には、ガラスを好適とする透明絶縁基板の主面に隣接するフィルタ間の混色を
防止して色純度とコントラストを向上させるための遮光膜（ブラックマトリクス）と各色
のカラーフィルタが形成される。その後、表面に保護膜（平坦化膜、またはオーバーコー
ト膜とも称する）を形成している。なお、所謂ＩＰＳ型では保護膜の上に直接配向膜を成
膜するが、ＴＮ型では、この保護膜の上にＩＴＯなどの透明電極を形成している。
【０００５】
 このような液晶パネルを用いた液晶表示装置は、それ自身は発光機能を有していない。
画素領域には駆動回路領域で制御されて電子潜像が形成され、これを外部光源からの照射
光で可視化している。したがって、表示画面の明るさ（輝度）は、基本的には外部光源の
明るさ（輝度）に依存する。
【０００６】
 外部光源は、初期の携帯電話機や携帯情報端末などに実装される小型の液晶表示装置で
は外部光を利用するものがあるが、通常は液晶パネルの背面に発光ダイオードあるいは冷
陰極蛍光管（ＣＦＬ）などの光源で構成した光源装置（バックライト）を設置している。
バックライトは、大別してサイドエッジ型と直下型とがある。ノートパソコンなどのモニ
ターに用いられる液晶表示装置は、その薄型化の要求をみたすため、サイドエッジ型のバ
ックライトが多く採用される。サイドエッジ型のバックライトは、アクリル樹脂等の透明
な材料で形成した導光板の１側縁又は２以上の側縁に沿って線状光源としての冷陰極蛍光
管を配置し、冷陰極蛍光管からの出射光を導光板によって面光源に変換して導光板の上方
に設置した液晶パネルを照明するように構成されている。このようなバックライトを用い
た液晶表示装置で、高輝度化の要求を満たすための一般的な方法は、バックライトを構成
する冷陰極蛍光管の数を増やすことである。多くの場合、導光板の１側縁に配置する冷陰
極蛍光管を１本から２本、またはそれ以上とすることが行われる。
【０００７】
　図９は、導光板の１側縁に配置する冷陰極蛍光管を２本とした従来の液晶表示装置の要
部構造を説明する断面図である。図９において、この液晶表示装置は、液晶パネルＰＮＬ
の背面にバックライトＢＬが設置されている。液晶パネルＰＮＬとバックライトＢＬの間
にはプリズムシートと光拡散シートを積層した光学補償シートＯＰＳが介在されている。
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【０００８】
 液晶パネルＰＮＬは、二枚のガラス基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の貼り合せでなり、各表面
のそれぞれに偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２が貼付されている。バックライトＢＬは、導光板
ＧＬＢとこの導光板ＧＬＢの側縁に沿って２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１、ＣＦＬ２が縦位
置に重ねて配置している。この導光板ＧＬＢの裏面には反射シートＲＦＳが設置されてい
る。２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１、ＣＦＬ２の導光板ＧＬＢとは反対側を包囲して、ラン
プ反射板ＲＦＰが設けられている。
【０００９】
　液晶パネルＰＮＬとバックライトＢＬおよび光学補償シートＯＰＳは、樹脂モールドの
中間ケースＭＣＳに収納し、液晶パネルＰＮＬ側に被せた上ケースＡＣＳとバックライト
ＢＬの裏面を収容する下ケースＢＣＳとで一体的に固定してモジュール化される。なお、
符号ＣＢＨ１、ＣＢＨ２は冷陰極蛍光管ＣＦＬ１、ＣＦＬ２の給電ケーブル、ＧＣ１、Ｇ
Ｃ２はゴムクッションである。なお、以下において、給電ケーブルはケーブルとして一般
的に認識されているもので、導体の回りを絶縁材で被覆っした断面が円形の電線であり、
以下ではこれを単にケーブルとも略記する。
【００１０】
　図１０は、冷陰極蛍光管の両端を保持するゴムブッシュと給電ケーブルの引き回し状態
を説明する図であり、図１０（ａ）は図９の液晶パネル側から導光板を取り去って見た平
面図、図１０（ｂ）は図１０（ａ）を矢印Ｇ方向から見た側面図である。なお、図９と同
一符号は同一機能部分に相当し、また図面が込み合っているので冷陰極蛍光管は明確には
図示されていない。ランプ反射板ＲＦＰの内側に収納される２本の冷陰極蛍光管の両端は
ゴムブッシュＧＢ１、ＧＢ２で所定の位置関係に保持される。各ゴムブッシュＧＢ１、Ｇ
Ｂ２の端縁には中間ケースＭＣＳ等に係止するための突起ＫＢ１、ＫＢ２が形成されてい
る。また、各冷陰極蛍光管には、その高圧側電極端子と接続する高圧側ケーブルＣＢＨ１
、ＣＢＨ２と、低高圧側電極端子と接続する低圧側ケーブルＣＢＬ１、ＣＢＬ２とが付随
している。
【００１１】
　図１１は、図１０のゴムブッシュを取り去って冷陰極蛍光管の高圧側ケーブルと低圧側
ケーブルの引き回し状態を示すための図１０と同様の説明図であり、図１１（ａ）は平面
図、図１１（ｂ）は図１１（ａ）を矢印Ｈ方向から見た側面図である。図１１において、
冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の高圧側電極端子ＥＬＨ１には高圧側ケーブルＣＢＨ１の一端が接
続し、低高圧側電極端子ＥＬＬ１には低圧側ケーブルＣＢＬ１の一端が接続している。ま
た、冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の高圧側電極端子ＥＬＨ２には高圧側ケーブルＣＢＨ２の一端
が接続し、低高圧側電極端子ＥＬＬ２には低圧側ケーブルＣＢＬ２の一端が接続している
。
【００１２】
　高圧側ケーブルＣＢＨ１とＣＢＨ２、低圧側ケーブルＣＢＬ１とＣＢＬ２は、ランプ反
射板ＲＦＰの背面（冷陰極蛍光管に関して導光板とは反対側）と下ケースＢＣＳの内壁の
間で、かつ高圧側ケーブルと低圧側ケーブルとが外部で等しい長さとなるように引きまわ
された後、中間ケースＭＣＳから外部に引き出される。
【００１３】
　冷陰極蛍光管を２本または３本配置したサイドエッジ型のバックライトに関する従来技
術を開示したものとしては、特許文献１乃至特許文献５が知られている。特許文献１は、
等しい長さの２本の冷陰極蛍光管を長手方向にずらせて、電極部の熱的干渉を回避する構
造を開示する。特許文献２は、２本または３本の同径または異径の冷陰極蛍光管を横また
は縦、あるいは縦横に積み重ねて導光板の側縁に配置した液晶表示装置を開示する。さら
に、Ｕ字形冷陰極蛍光管を傾斜させて配置したもの（特許文献３）、それぞれにランプ反
射板を備えた３本の冷陰極蛍光管を縦方向に配置したもの（特許文献４）がある。そして
、特許文献５は、給電ケーブルをケースの非角部から引き出すことで、ケーブルの損傷を
防止するものを開示する。
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【特許文献１】特開２００３－２３４００６号公報
【特許文献２】特開平０７－２８２６１３号公報
【特許文献３】特開平０６－１０９９２８号公報
【特許文献４】特開２００１－７５０９２号公報
【特許文献５】特開２００１－２２２２３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
 図９に示したような２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１，ＣＦＬ２を縦方向に重ねて配置した
場合は、これらのケーブルは干渉することなくランプ反射板ＲＦＰの背面と下ケースＢＣ
Ｓの内壁の狭い空間で、かつランプ反射板ＲＦＰの縦方向サイズ内で引き回すことができ
た。
【００１５】
　しかし、前記した特許文献に開示があるように、導光板ＧＬＢの厚みを薄くして液晶表
示装置全体の薄型化を実現する場合には、２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１，ＣＦＬ２を横方
向（導光板ＧＬＢの面と平行な方向）に設置することが望ましい。
【００１６】
　この場合、長手方向サイズが等しい２本の各冷陰極蛍光管を特許文献１のようにはずら
さないで配置したとき、給電ケーブルを同じ横方向から２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１，Ｃ
ＦＬ２の電極端子に接続することは物理的に困難であり、またそれらのケーブルをランプ
反射板ＲＦＰの背面と下ケースＢＣＳの内壁の狭い空間で、かつランプ反射板ＲＦＰの縦
方向サイズ内で引き回そうとしてもケーブル同志が干渉し合い、ランプ反射板ＲＦＰの縦
方向サイズ内に収めることが極めて困難となる。冷陰極蛍光管の長手方向からケーブルを
引き出すこともできるが、その場合は、バックライトの幅（光源部の長さが液晶パネルの
幅寸法から大幅にはみ出してしまい、結果として額縁サイズが広くなって液晶表示装置の
平面サイズの小型化を阻害することになる。
【００１７】
　本発明の目的は、２本の冷陰極蛍光管を導光板の主面と平行な横置きとし、かつ給電ケ
ーブルの引き回しにおける相互干渉を無くして高輝度で薄型化を実現した液晶表示装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の液晶表示装置は、液晶パネルと、前記液晶パネルの背面に設置したサイドエッ
ジ型バックライトを有している。このバックライトは、導光板の少なくとも１側縁に沿っ
て平行に設置した第１の線状光源および第２の線状光源からなる２本の線状光源と、２本
の線状光源の導光板とは反対側を包囲して該線状光源から出射する光を該導光板方向に反
射させるランプ反射板とから構成される。
【００１９】
 第１の線状光源および第２の線状光源の各両端には、それぞれ一方の電極と他方の電極
を有し、導光板に対して第２の線状光源とは反対側に位置する第１の線状光源の一方の電
極は隣接する第２の線状光源の一方の電極よりも他方の電極側に少なくとも第２の線状光
源の一方の電極に給電ケーブルを通す分だけ後退している。
【００２０】
　第２の線状光源の他方の電極には、ランプ反射板の上記導光板の主面と平行な面に沿っ
て引き回されたフラットケーブルが接続され、第１の線状光源および第２の線状光源の一
方の電極のそれぞれと第１の線状光源の他方の電極には給電ケーブルが接続される。線状
光源は冷陰極蛍光管であり、第１の冷陰極蛍光管と第２の冷陰極蛍光管の一方の電極は高
圧側端子であり、他方の電極は低圧側端子である。
【００２１】
　第１の冷陰極蛍光管と第２の冷陰極蛍光管の高圧側端子のそれぞれに接続する高圧側ケ
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ーブルと、第１の冷陰極蛍光管の低圧側端子に接続する低圧側ケーブルの殆どは、ランプ
反射板の導光板とは反対側の外側で引き回されている。
【００２２】
　また、本発明の他の液晶表示装置に用いるバックライトを、導光板と、この導光板の少
なくとも１側縁に沿って平行に設置した第１の線状光源および第２の線状光源からなる２
本の線状光源と、２本の線状光源の間に設けられて該２本の線状光源から出射する光を反
射する反射面を両面に有する両面反射板と、２本の線状光源の前記導光板とは反対側を包
囲して該線状光源から出射する光を該導光板方向に反射させるランプ反射板とから構成す
る。
【００２３】
 両面反射板を備えた液晶表示装置においても、第１の線状光源および第２の線状光源の
各両端には、それぞれ一方の電極と他方の電極を有し、導光板に対して第２の線状光源と
は反対側に位置する第１の線状光源の一方の電極は、隣接する第２の線状光源の一方の電
極よりも他方の電極側に少なくとも第２の線状光源の一方の電極に給電ケーブルを通す分
だけ後退している。
【００２４】
 同様に、第２の線状光源の他方の電極には、ランプ反射板の導光板の主面と平行な面に
沿って引き回されたフラットケーブルが接続され、第１の線状光源および第２の線状光源
の一方の電極のそれぞれと第１の線状光源の他方の電極には給電ケーブルが接続されてい
る。線状光源は冷陰極蛍光管であり、第１の冷陰極蛍光管と第２の冷陰極蛍光管の一方の
電極は高圧側端子であり、他方の電極は低圧側端子である。なお、フラットケーブルはフ
レキシブルなシートで薄い導体箔を挟んだもので、その厚みが銅などの導体ゴム等の樹脂
で覆った断面が円形のケーブルに比べてきわめて薄いものである。なお、フラットケーブ
ルはフレキシブル配線基板（ＦＰＣ）と呼ばれる場合もあるが、特に制限されるものでは
ない。
【００２５】
　両面反射板を備えた液晶表示装置においても、第１の冷陰極蛍光管と第２の冷陰極蛍光
管の高圧側端子のそれぞれに接続する高圧側ケーブルと、第１の冷陰極蛍光管の前記低圧
側端子に接続する低圧側ケーブルの殆どは、ランプ反射板の導光板とは反対側の外側で引
き回されている。
【００２６】
　前記両面反射板は、第１の冷陰極蛍光管と第２の冷陰極蛍光管の長手方向の全域にわた
って設置されている。また、両面反射板は、第１の冷陰極蛍光管と第２の冷陰極蛍光管の
長手方向の全域にわたって設置し、かつ第２の冷陰極蛍光管側に該第２の冷陰極蛍光管の
長手方向に沿って断面を凹状とすることもできる。
【００２７】
　なお、本発明は、上記の構成および後述する実施例の構成に限定されるものではなく、
本発明の技術思想を逸脱することなく、種々の変更が可能である。
【発明の効果】
【００２８】
　線状光源である冷陰極蛍光管を２本横位置に配置して画面の高輝度化が図られ、この冷
陰極蛍光管の配置構造としたことによる給電ケーブル等の引き回しを、液晶表示装置の厚
みや幅の増加をもたらすことなく可能とする。また、２本の冷陰極蛍光管の間に両面反射
板を設置することで、導光板とは遠い側の冷陰極蛍光管の出射光を効率よく利用でき、よ
り高い輝度を持つ液晶表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態につき、実施例の図面を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
【００３０】
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　図１は、導光板の１側縁に配置する冷陰極蛍光管を２本とした本発明の実施例１の液晶
表示装置の要部構造を説明する断面図である。図１において、この液晶表示装置は、液晶
パネルＰＮＬの背面にバックライトＢＬが設置されている。液晶パネルＰＮＬとバックラ
イトＢＬの間にはプリズムシートと光拡散シートを積層した光学補償シートＯＰＳが介在
されている。
【００３１】
 この液晶表示装置は、線状光源である冷陰極蛍光管とその給電ケーブルまわりの引き回
し構造を除いて、図９と同様であるので、繰り返しの説明は省略する。なお、符号ＦＣＢ
はフラットケーブルである。
【００３２】
　実施例１では、導光板ＧＬＢの側縁に沿って２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１、ＣＦＬ２を
横方向に配置している。第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１は導光板ＧＬＢから遠い位置に、第
２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２は導光板ＧＬＢの側縁に近接して配置される。そして、両冷陰
極蛍光管ＣＦＬ１とＣＦＬ２の高圧側ケーブルと第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の低圧側ケ
ーブルＣＢＬはランプ反射板ＲＦＰの導光板ＧＬＢと反対の外側で中間ケースＭＣＳとの
間の空間内で引き回されている。第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の低圧側はフラットケーブ
ルＦＣＢでランプ反射板ＲＦＰの導光板ＧＬＢの主面と平行な上面に引きまわされている
。
【００３３】
　図２は、本実施例における冷陰極蛍光管の両端を保持するゴムブッシュと給電ケーブル
の引き回し状態を説明する図であり、図２（ａ）は図１の液晶パネル側から導光板を取り
去って見た平面図、図２（ｂ）は図２（ａ）を矢印Ａ方向から見た側面図である。なお、
図１と同一符号は同一機能部分に相当し、また図面が込み合っているので冷陰極蛍光管は
明確には図示されていない。ランプ反射板ＲＦＰの内側に収納される２本の冷陰極蛍光管
の両端はゴムブッシュＧＢ１、ＧＢ２で所定の位置関係に保持される。各ゴムブッシュＧ
Ｂ１、ＧＢ２の端縁には中間ケースＭＣＳ等に係止するための突起ＫＢ１、ＫＢ２が形成
されている。第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１には、その高圧側電極端子と接続する高圧側ケ
ーブルＣＢＨ１と低圧側電極端子と接続する低圧側ケーブルＣＢＬ１、および第２の冷陰
極蛍光管ＣＦＬ２の低圧側電極端子と接続するフラットケーブルＦＣＢが付随している。
【００３４】
　図３は、図２のゴムブッシュを取り去って冷陰極蛍光管の高圧側ケーブルと低圧側ケー
ブルおよびフラットケーブルＦＣＢの引き回し状態を示すための図２と同様の説明図であ
り、図３（ａ）は平面図、図３（ｂ）は図３（ａ）を矢印Ｂ方向から見た側面図、図３（
ｃ）は第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の低圧側電極端子とフラットケーブルＦＣＢとの接続
状態の説明図、図３（ｄ）は第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の高圧側電極端子ＥＬＨ２（第
１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の高圧側電極端子ＥＬＨ２と低圧側電極端子ＥＬＬ１）とケー
ブルＣＢＨ２（ＣＢＨ１ＣＢＬ）との接続状態の説明図である。
【００３５】
　図３（ａ）（ｂ）（ｃ）に示したように、第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の高圧側電極端
子ＥＬＨ１には高圧側ケーブルＣＢＨ１の一端が接続し、低高圧側電極端子ＥＬＬ１には
低圧側ケーブルＣＢＬの一端が接続している。また、第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の高圧
側電極端子ＥＬＨ２には高圧側ケーブルＣＢＨ２の一端が接続し、低高圧側電極端子ＥＬ
Ｌ２にはフラットケーブルＦＣＢの一端が接続している。フラットケーブルＦＣＢは、途
中で９０度折り曲げられてランプ反射板ＲＦＰを横断しさらに縦方向で９０度捻られ、ま
たさらに９０度折り曲げられて高圧側ケーブルＣＢＨ１、ＣＢＨ２の引き回し路に合流し
ている。
【００３６】
　そして、高圧側ケーブルＣＢＨ１とＣＢＨ２、低圧側ケーブルＣＢＬとフラットケーブ
ルＦＣＢは、ランプ反射板ＲＦＰの背面（冷陰極蛍光管に関して導光板とは反対側）と下
ケースＢＣＳの内壁の間を引き回された後中間ケースＭＣＳから外部システム（例えばノ
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ートＰＣ本体）へ引き出される。中間ケースから引き出されるまでは、高圧側ケーブルが
低圧側ケーブルよりも短くなるようにし、中間ケースから引き出した後は高圧側ケーブル
と低圧側ケーブルの長さを等しくする。
【００３７】
　第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の低高圧側電極端子ＥＬＬ２とフラットケーブルＦＣＢの
接続を図３（ｃ）に示す。ランプ反射板ＲＦＰ（図示を省略）の上側に引き回されたフラ
ットケーブルＦＣＢは第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の端部で折り曲げられ、その導体を第
２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の低高圧側電極端子ＥＬＬ２に半田等で接続する。
【００３８】
　一方、第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の高圧側電極端子ＥＬＨ２、第１の冷陰極蛍光管Ｃ
ＦＬ１の高圧側電極端子ＥＬＨ１および低圧側電極端子ＥＬＬ１とケーブルＣＢＨ２、Ｃ
ＢＨ２、ＣＢＬとの接続状態を図３（ｄ）に示す。これらの接続は、例えば、第２の冷陰
極蛍光管ＣＦＬ２の高圧側電極端子ＥＬＨ２にケーブルＣＢＨ２を交差させ、接触部を半
田などで接続する。なお、第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の低圧側電極端子ＥＬＬ１にもフ
ラットケーブルを用いてもよい。
【００３９】
　図４は、実施例１における２本の冷陰極蛍光管の配置をゴムブッシュと共に説明する平
面図である。図示しない導光板に近い側が第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２で、導光板から遠
い側が第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１である。第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１は、第２の冷陰
極蛍光管ＣＦＬ２の高圧側電極端子ＥＬＨ２にケーブルＣＢＨ２を図３（ｄ）に示したよ
うに接続して引き出すための空間Ｄを確保するために、長手方向寸法が若干短くされてい
る。第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の低圧側電極端子ＥＬＬ１は第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ
２の低圧側電極端子ＥＬＬ２の位置に揃えてある。
【００４０】
 しかし、この第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の低圧側電極端子ＥＬＬ１も高圧側電極端子
ＥＬＨ１と同様に後退させてもよい。これらの２本の冷陰極蛍光管はゴムブッシュＧＢ１
とＧＢ２で両端を保持して後述するように液晶表示装置に組み込む。
【００４１】
 実施例１により、高輝度化と薄型化を実現したサイドエッジ型バックライトを用いた液
晶表示装置を提供することができる。
【実施例２】
【００４２】
　図５は、導光板の１側縁に配置する冷陰極蛍光管を２本とした本発明の実施例２の説明
図であり、図５（ａ）は液晶表示装置の要部構造を含めた断面図、図５（ｂ）は冷陰極蛍
光管の他の配置を説明する部分断面図である。実施例２は、第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１
と第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の間に両面反射板ＲＦＭを設置した点を除いて図１と同様
である。
【００４３】
　本実施例では、図５（ａ）に示すように、導光板ＧＬＢの少なくとも１側縁に沿って平
行に設置した第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１および第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の間に、該
２本の冷陰極蛍光管から出射する光を反射する反射面を両面に有する両面反射板ＲＦＭを
有する。この両面反射板ＲＦＭは、第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１から導光板ＧＬＢ方向に
出射した光が第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２で遮られてしまうのを回避する。すなわち、第
１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１から導光板ＧＬＢ方向に出射した光は両面反射板ＲＦＭで反射
し、さらにランプ反射板ＲＦＰにより導光板ＧＬＢ方向に指向する。
【００４４】
　また、両面反射板ＲＦＭは、第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２から第１の冷陰極蛍光管ＣＦ
Ｌ１側に出射した光が該第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１に吸収されてしまうのを回避する。
すなわち、第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２から第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１側に出射した光
は両面反射板ＲＦＭで反射して導光板ＧＬＢ方向に指向する。なお、両面反射板ＲＦＭは
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平板でもよく、あるいは第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２側に該第２の冷陰極蛍光管の長手方
向に沿った断面が凹状とした形状とすることもできる。
【００４５】
　図６は、実施例２における２本の冷陰極蛍光管の配置をゴムブッシュと共に説明する図
で、図６（ａ）は平面図、図６（ｂ）は図６（ａ）のＣ－Ｃ’線で切断したゴムブッシュ
部分の断面図である。図４と同一符号は同一機能部分を示す。実施例２では、第１の冷陰
極蛍光管ＣＦＬ１と第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の間に両面反射板ＲＦＭが設けられてい
る。両面反射板ＲＦＭはゴムブッシュＧＢ１とＧＢ２に設けた溝で保持される。なお、図
６（ｂ）に示されているように、ゴムブッシュＧＢ１には高圧側ケーブルＣＢＨ１、ＣＢ
Ｈ２を通して保持する開口が形成されている。なお、ゴムブッシュＧＢ２にも低圧側ケー
ブルを通して保持する同様の開口が設けられる。２本の冷陰極蛍光管はゴムブッシュＧＢ
１とＧＢ２で両端を保持して後述するように液晶表示装置に組み込む。
【００４６】
 実施例２によっても、さらに高輝度化と薄型化を実現したサイドエッジ型バックライト
を用いた液晶表示装置を提供することができる。なお、上記の両面反射板の材質は強度と
反射率の観点より金属と想定しているが軽量化のために樹脂であってもよい。又、表面は
鏡面に限られず白色であってもよい。上記では両面反射板をゴムブッシュで保持するとし
ているが、ランプ反射板ＲＦＰと一体に形成されたものであってもよい。又、図５（ａ）
では、液晶パネルＰＮＬと上ケースＡＣＳとの間に空間ＳＰＣが存在している。そこで、
中間ケースＭＣＳの形状を変更することで、ランプ反射板ＲＦＰを図５（ｂ）の形状とし
、その中に配置される２本の冷陰極蛍光管の中心をずらすような構成も可能である。冷陰
極蛍光管の中心をずらし、ランプ反射板が導光板ＧＬＢから離れた方向で、導光板から液
晶パネル方向にふくらんだ形状を有することで、液晶表示装置の厚みを変えることなく光
の利用効率を高めることが可能となる。
【００４７】
　図７は、本発明の液晶表示装置の全体構成例を説明する展開斜視図である。この液晶表
示装置は、液晶パネルＰＮＬの背面に導光板ＧＬＢと２本の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１，ＣＦ
Ｌ２を有するサイドエッジ型のバックライトを設置し、上ケースＡＣＳと中間ケースＭＣ
Ｓおよび下ケースＢＣＳで一体化される。液晶パネルＰＮＬと導光板ＧＬＢの間にはプリ
ズムシートと光拡散シートを積層した光学補償シートＯＰＳが介挿される。
【００４８】
　液晶パネルＰＮＬは、２枚のガラス基板（薄膜トランジスタ基板とカラーフィルタ基板
）の貼り合わせ間隙に液晶を挟持し、表裏表面に偏光板ＰＯＬを貼付してある。周辺には
信号駆動回路ＤＤＲと走査駆動回路ＧＤＲが搭載されている。中間ケースＭＣＳは樹脂モ
ールド加工品であり液晶パネルＰＮＬ側の内枠には当該液晶パネルＰＮＬの収納部および
冷陰極蛍光管ＣＦＬ１とＣＦＬ２およびランプ反射板ＲＦＰの収容構造を有し、導光板Ｇ
ＬＢ側には光学補償シートＯＰＳ、導光板ＧＬＢの上面側を受け入れる収容部を有する。
【００４９】
　両端をゴムブッシュＧＢ１，ＧＢ２で保持した冷陰極蛍光管ＣＦＬ１とＣＦＬ２にラン
プ反射導光板ＲＦＰを矢印Ｄ方向に組み合わせ、中間ケースＭＣＳの内側に収納した導光
板ＧＬＢの側縁に対向させて矢印Ｅに示したように組み込む。下ケースＢＣＳは鉄系ある
いはアルミニウム系の金属プレス加工品である。また、液晶パネルＰＮＬの表面側に被せ
た上ケースＡＣＳは鉄系の金属プレス加工品である。そして、中間ケースＭＣＳと下ケー
スＢＣＳに導光板ＧＬＢと冷陰極蛍光管ＣＦＬ１とＣＦＬ２等で構成されるバックライト
と光学補償シートＯＰＳ、液晶パネルＰＮＬを組み込み、上ケースＡＣＳの爪を下ケース
ＢＣＳの背面に屈曲させて固定する。なお、下ケースＢＣＳの周縁には中間下ケースＢＣ
Ｓの側壁に有する突起ＰＪに係合する開口ＡＰを有する。
【００５０】
　図８は、中間ケースに有する冷陰極蛍光管の給電ケーブル引出し構造の一例を説明する
図７の矢印Ｆの部分を上ケースの一部と共に示す部分図である。上ケースＡＣＳの一部に
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は切り欠きＣＦが形成されており、中間ケースＢＣＳには給電ケーブルとフラットケーブ
ルを液晶表示装置の外部に引き出すための貫通穴ＴＨ１、ＴＨ２、ＴＨ３が切り欠きＣＦ
に露出するように形成されている。
【００５１】
 貫通穴ＴＨ１は２本のケーブルを通す形状を有し、この貫通穴ＴＨ１を通して第１の冷
陰極蛍光管ＣＦＬ１の高圧側のケーブルＣＢＨ１と第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の高圧側
のケーブルＣＢＨ２が外部に引き出される。貫通穴ＴＨ２は１本のケーブルを通す形状を
有し、この貫通穴ＴＨ２を通して第１の冷陰極蛍光管ＣＦＬ１の低圧側のケーブルＣＢＬ
が外部に引き出される。そして、貫通穴ＴＨ３はスリット状であり、この貫通穴ＴＨ３か
らは第２の冷陰極蛍光管ＣＦＬ２の低圧側のフラットケーブルＦＣＢが引き出される。
【００５２】
　なお、図７と図８に示した構造はあくまで一例であり、本発明はこのような構造に限定
されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】導光板の１側縁に配置する冷陰極蛍光管を２本とした本発明の実施例１の液晶表
示装置の要部構造を説明する断面図である。
【図２】本実施例における冷陰極蛍光管の両端を保持するゴムブッシュと給電ケーブルの
引き回し状態を説明する図である。
【図３】図２のゴムブッシュを取り去って冷陰極蛍光管の高圧側ケーブルと低圧側ケーブ
ルおよびフラットケーブルＦＣＢの引き回し状態を示すための図２と同様の説明図である
。
【図４】実施例１における２本の冷陰極蛍光管の配置をゴムブッシュと共に説明する平面
図である。
【図５】導光板の１側縁に配置する冷陰極蛍光管を２本とした本発明の実施例２の説明図
であり、図５（ａ）は液晶表示装置の要部構造を含めた断面図、図５（ｂ）は冷陰極蛍光
管の他の配置を説明する部分断面図である。
【図６】実施例２における２本の冷陰極蛍光管の配置をゴムブッシュと共に説明する図で
ある。
【図７】本発明の液晶表示装置の全体構成例を説明する展開斜視図である。
【図８】中間ケースに有する冷陰極蛍光管の給電ケーブル引出し構造の一例を説明する図
７の矢印Ｆの部分を上ケースの一部と共に示す部分図である。
【図９】導光板の１側縁に配置する冷陰極蛍光管を２本とした従来の液晶表示装置の要部
構造を説明する断面図である。
【図１０】冷陰極蛍光管の両端を保持するゴムブッシュと給電ケーブルの引き回し状態を
説明する図である。
【図１１】図１０のゴムブッシュを取り去って冷陰極蛍光管の高圧側ケーブルと低圧側ケ
ーブルの引き回し状態を示すための図１０と同様の説明図である。
【符号の説明】
【００５４】
　ＰＮＬ・・・液晶パネル、ＢＬ・・・バックライト、ＯＰＳ光学補償シート、ＧＬＢ・
・・導光板、ＣＦＬ１，ＣＦＬ２・・・冷陰極蛍光管、ＲＦＳ・・・反射シート、ＲＦＰ
・・・ランプ反射導光板、ＭＣＳ・・・中間ケース、ＡＣＳ・・・上ケース、ＢＣＳ・・
・下ケース、ＣＢＨ１、ＣＢＨ２・・・・高圧側給電ケーブル、ＣＢＬ・・・低圧側給電
ケーブル、ＦＣＢ・・・低圧側フラットケーブル、ＥＬＨ１，　ＥＬＨ２・・・高圧側電
極端子、ＥＬＬ１，ＥＬＬ１・・・低圧側電極端子、ＧＣ１，ＧＣ２・・・ゴムクッショ
ン。
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